
【別添１】

担当課

指標 担当課

指標名 説明文 H25 H26 H27 H28 自由記入欄 担当課

自治基本条例の認知

市政世論調査で、自治基本
条例を「 知っている」 、
「 聞いたことがある」 と答
えた人の割合

28.8% 33 .7% 32 .9% 28 .3%
※詳細は【 別紙1】 参
照

政策課

参加 担当課

指標 担当課

指標名 説明文 H25 H26 H27 H28 自由記入欄 担当課

市政に対する
意見・ 要望数

市長への手紙、ファクス、
電子メール、来訪、電話等
の数

928件 798件 1097件 919件
※詳細は【 別紙2】 参
照

広報広聴課

市長とふれあい
ミーティングの
参加者数

市長が直接市民の皆様から
市政に対する意見や提言を
いただき、行政と市民とが
相互理解を深めながら協働
のまちづく りを進めること
を目的として開催している
「 市長とふれあいミーティ
ング」 の参加者数

88人 151人 122人 56人

　平成27年度から
「 市長とふれあいミー
ティング」 と「 市長の
ふれあい訪問」 を統合
（ 平成25、 26年度の
参加者数は合算）

広報広聴課

審議会等における
女性委員の割合

法律、条例に基づく審議会
等における女性委員の割合

28.80% 29 .30% 28 .20% 27 .50% 各年度４月１日現在
人権・ 男女共
同参画推進課

市民活動支援センター
人材バンク
登録者数

“ 市民活動に関する豊かな
知識や経験等を社会に役立
てたい” と思っている方
と、それを必要としている
方とをつなげる仕組みであ
る「 人材バンク」 に登録さ
れている人数

１８人 １８人 １９人
制度開始が平成26年
度より

市民活動支援
課

越谷市社会福祉協議会
ボランティアセンター
ボランティア
登録者数

越谷市社会福祉協議会にボ
ランティアとして登録され
ている人数

計 計 計 計 福祉推進課

1,390人 1,385人 1,414人 1473人 消防本部警防課

福祉 福祉 福祉 福祉 消防本部警防課

1,314人 1,305人 1,323人 1382人 消防本部警防課

災害 災害 災害 災害 消防本部警防課

76人 80人 91人 91人 消防本部警防課

越谷市社会福祉協議会
ボランティア活動保険

加入者数

全国社会福祉協議会が運営
しているボランティア活動
保険への加入者数

1,796人 1,814人 1,770人 1,600人 福祉推進課

生涯学習リーダーバンク
登録者数

市内外で活動している生涯
学習に関する講師・ 指導者
をまとめた「 越谷市生涯学
習リーダーバンク」 に登録
されている人数

２２１人  ２１３人 －

２年に１度（ 奇数年
度） 「 生涯学習クラ
ブ・ サークル・ 団体ガ
イド」 と交互に調査し
冊子を発行している。

生涯学習課

スポーツリーダーバンク
活用の割合

派遣数/県・ 市のスポーツ
リーダーバンク登録者数

31% 29% 37% 45%
スポーツ振興
課

防災訓練の参加者数
自主防災組織や自治会にお
いて、実施した防災訓練の
参加者人数

22,286人 19 ,766人 18 ,361人 19 ,074人

開催回数
H25： 117回
H26： 130回
H27： 124回
H28： 124回

危機管理課

消防訓練の参加者数
自治会等で実施した消防訓
練の回数及び訓練参加人員

10,168人 12 ,541人 10 ,900人 11 ,089人

開催回数
H25： 83回
H26： 94回
H27： 87回
H28： 84回

消防本部予防
課

自治基本条例の運用状況を確認するための指標及び報告事項
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【別添１】

越谷市議会議員選挙
投票率

平成２７年４月２６日執行
の越谷市議会議員選挙の投
票率

38.99%  
選挙管理委員
会

越谷市長選挙
投票率

平成２５年１０月２７日執
行の越谷市長選挙の投票率

31.73%  
選挙管理委員
会

担当課

報告事項 担当課

市政移動教室、市長とふれあいミーティング等の実施状況 広報広聴課

広報広聴課

パブリックコメント（ 意見公募手続） の実施状況 広報広聴課

広報広聴課

審議会等への公募委員の参加状況 行政管理課

行政管理課

担当課

【 市政移動教室】
　市政についての理解と関心を深めていただくため、市民の皆様に公共施設や史跡などを見学してもらう「 市政移動
教室」 を実施しています。
　平成28年度は宮内庁埼玉鴨場や埼玉県立大学などを見学先として実施しました。
　個人を対象に5回開催し、136名の参加がありました。年代としては40代～80代の方に多くご参加をいただきまし
た。
　また、団体を対象として8回開催しました。参加団体としては、自治会やＰＴ Ａなどに参加いただきました。

【 市長とふれあいミーティング】
　市長が直接市民から市政に対するご意見やご提言をいただく中で、行政と市民とが相互理解を深めながら協働のま
ちづく りを進めるため、市長とふれあいミーティングを開催しています。
　平成27年度から「 市長とふれあいミーティング」 と「 市長のふれあい訪問」 を統合しました。
　平成28年度は、申込みがあった団体へ伺って懇談する訪問のミーティングを7回開催しました。

　自治基本条例第26条に基づき、越谷市意見公募手続きに関する要綱を定め、重要な計画等の策定にあたっては、あ
らかじめ計画案等を公表し、市民の皆さんから意見を募り、市の考え方を公表しています。
　平成28年度は、9件の意見募集を行い、69件のご意見をいただきました。

　審議会の委員の選任については、越谷市審議会等の設置及び運用に関する要綱(平成12年6月1日施行） において、可
能な限り公募枠を確保することとし、公募委員の割合を委員定数のおおむね20パーセント以上とするよう配慮するこ
とを規定しています。
　また、本市の審議会等の運用状況や活動状況を広く市民に情報提供し、より多くの市民に審議会等に参加していた
だけるよう、平成26年度から毎年度「 審議会等ガイドブック」 を発行し、さらなる市政への市民参加の向上に取り組
んでいます。
【 公募を実施している審議会等の数】 （ 各年度４月１日）
　平成２５年度： ２６審議会等（ 要綱対象の審議会等の数…６３審議会等）
　平成２６年度： ２７審議会等（ 要綱対象の審議会等の数…６２審議会等）
　平成２７年度： ２６審議会等（ 要綱対象の審議会等の数…７０審議会等）
　平成２８年度： ２６審議会等（ 要綱対象の審議会等の数…７１審議会等）
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【別添１】

協働 担当課

指標 担当課

指標名 説明文 H25 H26 H27 H28 自由記入欄 担当課

自治会加入世帯数
（ 加入率）

自治会に加入している世帯
数及び、市内全世帯数のう
ち、自治会に加入している
世帯数の割合

69.5% 68 .7% 67 .9% 66 .8%
市民活動支援
課

地域コミュ
ニティ全般

地域コミュ
ニティ全般

地域コミュ
ニティ全般

地域コミュ
ニティ全般

市民活動支援
課

87事業 86事業 91事業 ９３事業
市民活動支援
課

健康 健康 健康 健康 市民活動支援

6事業 6事業 6事業 ６事業
市民活動支援
課

福祉 福祉 福祉 福祉
市民活動支援
課

11事業 12事業 13事業 １３事業
市民活動支援
課

社会教育・
文化・ 芸術
等

社会教育・
文化・ 芸術
等

社会教育・
文化・ 芸術
等

社会教育・
文化・ 芸術
等

市民活動支援
課

33事業 34事業 37事業 ３７事業 市民活動支援
スポーツ スポーツ スポーツ スポーツ

市民活動支援
課

190事業 190事業 188事業 １８８事業
市民活動支援
課

環境保全・
美化

環境保全・
美化

環境保全・
美化

環境保全・
美化

市民活動支援
課

42事業 39事業 39事業 ４０事業 市民活動支援

防犯・ 防災 防犯・ 防災 防犯・ 防災 防犯・ 防災
市民活動支援
課

22事業 23事業 24事業 １９事業
市民活動支援
課

子育て・ 子
どもの健全
育成

子育て・ 子
どもの健全
育成

子育て・ 子
どもの健全
育成

子育て・ 子
どもの健全
育成

市民活動支援
課

9事業 9事業 7事業 ７事業
市民活動支援
課

市民活動
支援センター
登録団体数

市民活動支援センターに団
体登録をしている団体の数

100団体 117団体 130団体 144団体
市民活動支援
課

男女共同参画
支援センター
登録団体数

男女共同参画支援センター
に団体登録をしている団体
の数

51団体 53団体 51団体 ５０団体
人権・ 男女共
同参画推進課

市民活動支援センター
事業実績

市民活動支援センターが実
施した事業の回数

１０９回
（ うち
自主事業
24回）

１３１回
（ うち
自主事業
34回）

１４８回
（ うち
自主事業
40回）

１４５回
（ うち
自主事業
22回）

市民活動支援
課

男女共同参画
支援センター
事業実績

男女共同参画支援センター
が実施した事業の回数

１86回
（ うち
自主事業
50回）

221回
（ うち
自主事業
92回）

216回
（ うち
自主事業
100回）

230回
（ うち
自主事業
８６回）

人権・ 男女共
同参画推進課

地区まちづく り助成金を活
用して実施された事業の分
野ごと（ 地域コミュニティ
全般、健康、福祉、社会教
育・ 文化・ 芸術等、スポー
ツ、環境保全・ 美化、防
犯・ 防災、子育て・ 子ども
の健全育成） の事業数

地区まちづく り
助成金活用事業数
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【別添１】

NPO法人数

市民活動団体が会則を定
め、代表者や役員をおき、
着実な活動をすることで実
績を出し、法人格を持つ団
体となる数

67団体 72団体 71団体 74団体
市民活動支援
課

自主防災組織率
全世帯数のうち自主防災組
織が組織されている地域の
世帯数の割合

88.3% 89 .6% 90 .0% 90 .1% 危機管理課

地域レベルで実施する
ネットワーク会議への

参加者数

高齢者の総合的支援等を行
う地域包括支援センターに
おいて、地域課題を検討す
るネットワーク会議への延
べ参加者数

1,210人 1,429人 1,250人 1,216人
地域包括ケア
推進課

ふれあいサロン等
開催回数

地域の身近な場所で、住民
の方が自主的・ 主体的に活
動を行う「 ふれあいサロ
ン」 等の開催回数
一人暮らしなどの高齢者の
交流等を図り、生きがいづ
く りの場になっている

1,051回
（ 延べ回
数）

1,073回
（ 延べ回
数）

1,154回
（ 延べ回
数）

1,236回
（ 延べ回
数）

「 ふれあいサロン」 以
外の開催回数も含む

福祉推進課

子育てサロン
開催回数

ＮＰＯ等の協力を得て、子
育ての悩み相談や親子の交
流の場として開催している
「 子育てサロン」 の回数

1,654回 1,520回 1,656回 1,639回

【 参加者総数】
H25　 63 ,361人
H26　 64 ,672人
H27　 62 ,101人
H28　 59 ,726人

子育て支援課

放課後子ども教室
開催回数

学校・ 家庭・ 地域が連携・
協働し、地域に子どもが安
全・ 安心に活動のできる居
場所をつく るため実施して
いる「 放課後子ども教室」
の開催回数

330回 340回 351回 381回

【 参加者総数】
H25　延べ10,161
人
H26　延べ10,129
人
H27　延べ10,392
人
H28　延べ11,027
人

青少年課
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【別添１】

報告事項 担当課

地区コミュニティ推進協議会等が実施した事業の例
市民活動支援
課

市民活動支援
課

市民活動支援センターの事業実施状況
市民活動支援
課

市民活動支援
課

男女共同参画支援センターの事業実施状況
人権・ 男女共
同参画推進課

協働フェスタの実施状況
市民活動支援
課

市民活動支援
課

越谷しらこばと基金の活用状況
市民活動支援
課

市民活動支援
課

NPOへの委託事業、共催事業等の実施状況
市民活動支援
課

市民活動支援
課

【 地区コミュニティ推進協議会】
　地区コミュニティ推進協議会は、居住地域における住民間、住民と行政との関わりを考える組織として地区内の諸
問題・ 諸課題を地区住民相互に話し合い解決を図るため、平成5年から順次設立された組織です。市内に13あるコミュ
ニティ区域ごとに設置されています。地域の特性を踏まえた団体やコミュニティづく りに関心のある市民で構成され
ています。
　地区コミ協が地区まちづく り推進計画にのっとってコミュニティ事業を行うために、市から「 地区まちづく り助成
金」 が交付されています。平成28年度は、地区まちづく り事業191件、スポーツ・ レクリエーション推進事業188件、
生涯学習推進事業24件の実施があり、各地区で活発なまちづく りの推進に取り組んでいます。
　※主な事業は【 別紙３】 参照

【 市民活動支援センター】
　市民活動支援センターは、市民に市民活動の場を提供し、支援センターの実施するさまざまな事業などを通じて、
市民活動の活性化や活動団体の支援や育成を目的にしている施設です。
　平成28年度は、4, 100名の市民の方々 に参加いただいた「 センターまつり」 や「 出番です！わがまちＮＰＯ」 、「 問
題解決窓口」 などの事業を実施し、自主事業22事業を含む、145事業を実施いたしました。また、登録団体も順調に増
加しており、平成28年度には、144団体となっております。

【 協働フェスタ】
　協働フェスタは、市民活動団体、ボランティア団体、行政、企業等、様々 な団体や機関が参加し、団体相互の理解
と連携を深め、参加者や見学者に協働のまちづく りを知っていただき、協働のまちづく りに参加するきっかけづく り
を目的とした事業です。市民による実行委員会が企画運営し、平成20年度から実施しています。
　平成28年度の第9回協働フェスタには、81団体が参加し、参加団体による展示・ 演出・ 体験・ 模擬店やスタンプラ
リー、おおきなお世話なべなどの事業を実施し、4, 000名の市民の方に来場いただきました。

【 越谷しらこばと基金助成金】
　越谷しらこばと基金は、平成元年に越谷市を愛し応援しようとする個人又は団体からの寄附金を活用し、設置され
ました。
　この基金の運用益などを活用し、快適で活力ある魅力的なふるさとづく りに資する活動に対して助成金を交付して
います。
　平成28年度では、市民活動事業14件、スポーツ顕彰事業19件に対して助成を行いました。
　※助成事業は【 別紙４】 参照

【 NPO等との協働事業について】
　NPO等との協働とは、「 地域の課題や市民のニーズに対応していくため、ＮＰＯ等（ 市民活動団体含む） と行政と
が、共通する目的の実現に向けて、対等な立場で協力・ 連携すること」 としています。
　平成28年度は、団体への事業委託・ 事業共催・ 事業協力および団体への補助を協働事業とし、あわせて126件の実施
がありました。
【 ＮＰＯと市の共催事業数（ 【 別紙５】 参照） 】
　平成２５年度： 　７７回
　平成２６年度： 　８８回
　平成２７年度： １１３回
　平成２８年度： １２６回

【 男女共同参画支援センター】
　  男女共同参画支援センターは、越谷市の男女共同参画を推進するための拠点施設として、女性と男性がともに性別
にとらわれることなく 、生きる権利を尊重し合い、豊かで活力のある社会を実現するために、市の男女共同参画に関
する実施計画にもとづく さまざまな事業を展開しています。
　平成28年度は、自主事業15事業（ 開催： 86回） 、他課・ 他機関との共催・ 協働事業7事業（ 開催： 103回） を含む40
事業（ 開催： 230回） について、8, 421人の方に事業に参加していただきました。
　  「 育児休業取得中の女性のための職場復帰準備講座（ 連続3回） 」 は、市民からの要望に応え、年に2回開催しまし
た。また、平成28年度より新たに計画に位置づけられた「 性の多様性の理解促進に関する講座」 、「 防災活動におけ
る男女共同参画啓発の取り組み」 では、幅広い年代の方が定員を超えた参加となりました。また、ほっと越谷登録団
体と協働で開催した七夕フェスタには、約5, 600人が参加しました。
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【別添１】

情報共有 担当課

指標 担当課

指標名 説明文 H25 H26 H27 H28 自由記入欄 担当課

広報紙のわかりやすさ

市政世論調査の広報につい
ての調査項目において「 分
かりやすい」 又は「 おおむ
ね分かりやすい」 と回答し
た人の割合

68.8% 71 .0% 69 .4% 75 .1% 広報広聴課

テレビ広報番組
放送視聴率

「 いきいき越谷」 の視聴率 12.60% 12 .70% 21 .33% 10 .00%

・ 無作為で１５０世帯
を抽出し、郵送した調
査票の回答結果を視聴
率としている。（ 「 い
きいき越谷」 を見たと
答えた件数÷１５０×
１００＝視聴率）
・ 各年度末（ ３月） 調
べ

広報広聴課

ホームページ
アクセス件数

越谷市公式ホームページへ
のアクセス件数（ 月平均）

955 ,866
件/月

1,029 ,59
6件/月

1,231 ,92
2件/月

1,202 ,02
6件/月

広報広聴課

災害・ 防
犯・ 防災行
政無線

災害・ 防
犯・ 防災行
政無線

災害・ 防
犯・ 防災行
政無線

災害・ 防
犯・ 防災行
政無線

広報広聴課

146件 168件 187件 221件 広報広聴課

健康・ 医療 健康・ 医療 健康・ 医療 健康・ 医療 広報広聴課

69件 76件 84件 109件 広報広聴課

市政情報・
お知らせ

市政情報・
お知らせ

市政情報・
お知らせ

市政情報・
お知らせ

広報広聴課

26件 29件 52件 35件 広報広聴課

イベント
案内

イベント
案内

イベント
案内

イベント
案内

広報広聴課

93件 130件 212件 328件 広報広聴課

子育て 子育て 子育て 子育て 広報広聴課

26件 27件 32件 55件 広報広聴課

災害・ 防
犯・ 防災行
政無線

災害・ 防
犯・ 防災行
政無線

災害・ 防
犯・ 防災行
政無線

災害・ 防
犯・ 防災行
政無線

広報広聴課

21,131人 24 ,102人 27 ,554人 30 ,155人

健康・ 医療 健康・ 医療 健康・ 医療 健康・ 医療

11 ,485人 12 ,642人 14 ,197人 15 ,436人

市政情報・
お知らせ

市政情報・
お知らせ

市政情報・
お知らせ

市政情報・
お知らせ

9,368人 10 ,591人 12 ,170人 13 ,454人

イベント
案内

イベント
案内

イベント
案内

イベント
案内

9,823人 11 ,300人 12 ,949人 14 ,290人

子育て 子育て 子育て 子育て

8,987人 10 ,414人 12 ,280人 13 ,355人

情報公開制度の運用状況 公開請求件数及び処理状況 １４２件 １５０件 １３９件 ６６件 総務課

個人情報保護制度の運用
状況

開示請求件数及び処理状況 ２３件 ６７件 ２８件 ３１件 総務課

会議等が公開とされた
審議会等の数

要綱対象の審議会等のう
ち、会議等を公開すること
が決定された数

43審議会
等

（ 63審議
会等中）

43審議会
等

（ 62審議
会等中）

39審議会
等

（ 70審議
会等中）

45審議会
等

（ 71審議
会等中）

各年度４月１日時点で
公開決定がされた数を
記載。

未決定の審議会等の数
H25：   2審議会等
H26：   1審議会等
H27： 11審議会等
H28：  3審議会等

行政管理課

cityメール配信件数

cityメールの分類ごと（ 災
害・ 防犯・ 防災行政無線、
健康・ 医療、市政情報・ お
知らせ、イベント案内、子
育て） の配信件数

cityメール登録者数

cityメールの分類ごと（ 災
害・ 防犯・ 防災行政無線、
健康・ 医療、市政情報・ お
知らせ、イベント案内、子
育て） の登録者数
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【別添１】

審議会等の傍聴者数
公開とされた審議会等の傍
聴者数

44人 54人 49人 ３８人

公開とされた審議会等
の会議開催回数（ 延
べ）
H25： 95回
H26： 86回
H27： 97回
H28： 58回

総務課

市議会の傍聴者数
越谷市議会の本会議及び委
員会の傍聴者数

348人 219人 382人 305人

H25　本会議： 226人
H25　委員会： 122人

H26　本会議： 165人
H26　委員会：   54人

H27　本会議： 281人
H27　委員会： 101人

H28　本会議： 221人
H28　委員会：   84人

議事課

越谷市行政資料コーナー
の配架資料数

行政資料コーナー（ 市役所
内） に、市が発行している
ものを中心として、各種の
統計資料や計画書・ 報告書
などを配架している数

３５７件 ３５８件 ３９７件 ４１７件 総務課

議会ホームページ
アクセス件数

25,770回 25 ,877回 30 ,475回 25 ,188回 議事課

議会中継のアクセス件数  6 ,165件 8,194件 10 ,708件 13 ,983件

【 H25】
ライブ中継　2,759件
録画中継　　3,406件

【 H26】
ライブ中継　2,747件
録画中継　　5,447件

【 H27】
ライブ中継　4,621件
録画中継　　6,087件

【 H2８】
ライブ中継　5,976件
録画中継　　8,007件

議事課

議会だよりの発行状況  4回 4回 5回 ４回
H27は改選期により
新議員紹介のため、臨
時号を発行。

議事課

社協だよりの発行状況  6回 6回 6回 ６回 福祉推進課

担当課
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【別添１】

報告事項 担当課

越谷市の情報発信（ 広報こしがや、ツイッター、cityメール等） の実施状況 広報広聴課

広報広聴課

市民活動支援センターでの情報発信の実施状況（ 「 ななサポ」 の発行実績含む）
市民活動支援
課

市民活動支援
課

男女共同参画支援センターでの情報発信の実施状況（ 「 みてみてほっと越谷」 の発行実績含む）
人権・ 男女共
同参画推進課

人権・ 男女共
同参画推進課

担当課

【 広報こしがや】
・ お知らせ版： 主な記事は【 別紙６】 参照
・ 季　刊　版： 主な記事は【 別紙７】 参照
【 いきいき越谷】
市の新たな事業や地域での取り組み、各種イベント、公共施設の紹介などを映像や関係者へのインタビュー、レポー
ターによる現地取材を交えたニュース番組を作成しています。
平成28年度は12本（ 月1本） 制作し、テレビ埼玉（ 月2回、年間24回） 、J: COM越谷（ 月14回、年間168回） の放送のほ
かに、市ホームページ、YouTubeで配信を行いました。
　※主な放送内容は【 別紙８】 参照（ 平成29年度越谷市の広報広聴抜粋）
【 ツイッター】
I CT（ 情報通信技術） を活用した情報伝達手段の拡充を図り、本市の情報発信力を高めることを目的に平成24年2月10
日から運用を開始しました。
【 ci tyメール】
平成20年2月からサービスを開始しました。メール配信を希望する方があらかじめメールアドレスと配信分類を登録し
ておく必要があります。情報料無料。通信料は利用者負担。
【 Ｌ Ｉ ＮＥ＠】
平成28年3月からサービスを開始しました。配信を希望する方は、あらかじめ友だち登録をしておく必要があります。

市民活動支援センターは、市民活動団体等を支援する施設機能だけでなく 、観光・ 物産情報コーナーや中央図書室を
擁した複合施設です。
　市民活動支援センターの情報発信方法としては、、登録団体の基本情報やイベントの最新情報などを掲載している
ホームページを開設しております。
　また、登録団体の活動状況や観光・ 物産情報、新着図書情報などを掲載した機関紙「 ななサポ」 を年3回発行し、自
治会を通じて全戸回覧しており、月刊の機関紙として「 かけはし」 、「 とびら」 を発行し、各月毎の講座やイベント
情報などの情報を発信しております。
　さらに、「 広報こしがや」 や「 Ci tyメール」 などを活用し、市民活動支援センターの各種事業等の情報を広く周知
しております。

【 情報誌の発行】
　年2回（ 7月、2月） 発行の情報誌「 みてみてほっと越谷」 は市民の皆様に親しみやすい誌面をめざし、身近な問題を
特集するなど工夫しています。平成28年度は第39号「 言わなきゃ暮らしは変わらない」 （ 13, 000部） 、第40号「 多様
な性を知る～“ LGBT” ってなに？」 （ 13, 000部） を特集して発行しました。
【 ブックサロン企画委員との協働事業】
　市民の皆様に男女共同参画への理解を深めてもらうことを目的に、市民企画員と協働で、「 読書の河から砂金を探
せ」 をテーマに男女共同参画支援センターの本の紹介と意見交換をしました。
【 パネル展】
　男女共同参画をわかりやすく情報提供するために、男女共同参画支援センターと市役所ロビーで、７つのテーマを
選び、パネル展示をしました。
【 イベント情報誌季刊版の発行】
　年4回発行で3か月ごとのイベント情報をコンパクトな誌面にして掲載し、市内の店舗に置いてもらい、市民に気軽
に手に取ってもらえるように工夫しました。
【 ホームページ及びメールマガジンの運営】
　ホームメージで男女共同参画支援センターの主催講座、登録団体のイベント紹介などの情報発信とともに、講座報
告も掲載し、講座に参加しなかった方への情報提供もしました。また、講座申し込みもホームページで受け付けてい
ます。
講座受講者の中で 希望者には月1回程度メールマガジンの配信をしています
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【別添１】

市政運営 担当課

指標 担当課

指標名 説明文 H25 H26 H27 H28 自由記入欄 担当課

実質赤字比
率

実質赤字比
率

実質赤字比
率

実質赤字比
率

財政課

赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 財政課

連結実質赤
字比率

連結実質赤
字比率

連結実質赤
字比率

連結実質赤
字比率

財政課

赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 財政課

実質公債費
比率

実質公債費
比率

実質公債費
比率

実質公債費
比率

財政課

9.7% 9 .0% 8 .2% 7 .6% 財政課

将来負担比
率

将来負担比
率

将来負担比
率

将来負担比
率

財政課

74.4% 65 .9% 58 .1% 49 .9% 財政課

外部評価実施事業数
市の事業のうち外部評価を
実施した事業の数

32事業 22事業 20事業  28年度は不実施 行政管理課

27件 36件 41件 37件
公共施設マネジ
メント推進課

7,264千円
15 ,099千
円

21 ,921千
円

20 ,951千
円

公共施設マネ
ジメント推進
課

10件 9件 10件 18件
公共施設マネジ
メント推進課

219 ,095
千円

50 ,652千
円

279 ,161
千円

199 ,139
千円

公共施設マネ
ジメント推進
課

６３課 ６３課 ６２課 64課 危機管理課

９３事案 ９５事案 ９５事案 97事案 危機管理課

危機管理マニュアル
作成実績

危機管理マニュアルの作成
課所数、作成事案数

健全化判断比率
実質赤字比率、連結実質赤
字比率、実質公債費比率、
将来負担比率

行政財産の貸付実績
行政財産の土地・ 建物の余
剰スペースを活用した貸付
の件数、金額

行政財産の売払実績  

※「 実質赤字比率」
「 連結実質赤字比率」
については、黒字の場
合は「 赤字なし」 と表
示しています。

※越谷市公式ホーム
ページ「 市政・ 市民参
加＞予算・ 決算＞決算
＞決算のあらましと健
全化判断比率」 に各指
標について詳しく掲載
しています。
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【別添１】

団本部 団本部 団本部 団本部
消防本部警防
課

27(23 )人 28(24 )人 ４人 ４人

越ヶ谷 越ヶ谷 越ヶ谷 越ヶ谷

１７人 １８人 １５人 １８人

大沢 大沢 大沢 大沢

２２人 ２０人 ２１人 １９人

桜井 桜井 桜井 桜井

４８人 ５０人 ４９人 ５３人

大袋 大袋 大袋 大袋

３７人 ３３人 ３１人 ３４人

荻島 荻島 荻島 荻島

２８人 ２７人 ２６人 ２５人

出羽 出羽 出羽 出羽

４４人 ４４人 ４３人 ４１人

蒲生 蒲生 蒲生 蒲生

３２人 ３１人 ３１人 ２８人

川柳 川柳 川柳 川柳

１７人 １７人 １７人 １８人

大相模 大相模 大相模 大相模

３９人 ３７人 ３９人 ３８人

増林 増林 増林 増林

６２人 ６０人 ６１人 ６２人

新方 新方 新方 新方

２７人 ２７人 ２６人 ２６人

さく ら
（ 女性団
員）

さく ら
（ 女性団
員）

２３人 ２４人

担当課

消防団団員数 分団ごとの消防団団員数

　各年度４月１日現在
　平成25年度及び平
成26年度の団本部内
の括弧書き数は女性消
防団員数（ 内数） を表
す。
　平成２７年４月１日
付で団本部付であった
女性消防団員で構成さ
れた分団「 さく ら分
団」 が発足する。
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報告事項 担当課

包括外部監査の実施状況 行政管理課

行政管理課

行政改革の実施状況 行政管理課

行政管理課

行政管理課

行政管理課

　本市の行政評価制度は、行政運営の中に計画(PLAN)→実施(DO)→検証(CHECK)→改革改善(ACTI ON)のマネジメント ・
サイクルによる継続的な改革改善の仕組みを取り入れることにより、ヒト ・ モノ・ カネ・ 情報という経営資源の最適
配分を図り、計画に位置付けられた施策を総合的・ 計画的・ 効果的に推進していく ことを目的にしています。

平成28年度行政評価実施状況
・ 事前評価実施事業： 82事業
・ 事後評価実施事業： 59事業
・ 外部評価実施事業： 不実施

事前評価： 新たに予算要求しようとする事業及び継続事業で拡充・ 増額して予算要求しようとする事業を対象
事後評価： 前年度の内部評価とこれまでの外部評価の結果、事業内容の整理や見直しが特に必要と思われる事業を対
象
外部評価： 事後評価を行った事業のうち、所定の基準から選定した事業を対象（ 外部の専門家が評価）
※平成28年度から外部評価を隔年で実施

行政評価（ 事務事業評価） の実施状況

　平成28年度は、「 越谷市立病院の財務事務の執行及び事業の管理について」 をテーマに、市立病院の現状やこれま
での中期経営計画に対する取組の結果等について監査が行われ、本年2月に監査人から監査結果報告書の提出がありま
した。
　監査の結果、本市の指定管理者制度の運用状況等について、是正・ 改善を求めるものとして「 監査結果」 16項目、
「 意見」 20項目、合計36項目の指摘を受けました。

　本市では、今後も厳しい財政環境が見込まれる中で、第４次総合振興計画の着実な推進を図り、市民満足度の高い
まちづく りを進めるため、平成２８年度から平成３２年度までを計画期間とする第６次行政改革に取り組んでいま
す。
　第６次行政改革では、「 事務事業の徹底改革」 をはじめ、「 組織力の強化」 など、大綱で掲げる推進事項に基づ
き、２７項目の取組を実施計画に位置付けています。
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